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序．計画の目的と方法

（１)計画の背景と目的

① 背景

稚内市の中心地として発展し、市民生活を支えてきた中央地区が、南地区への人
口流失等の影響から、市街地の空洞化が進行し、かつての「マチ」の賑わいを失い
つつある。
稚内港においては、マリンタウンプロジェクトとして「みなと」の再整備に係る

計画が進行し、現在、中央埠頭において国際・国内フェリーターミナル機能の集約
化が進められており 「マチ」と「みなと」の連携による一体的なまちづくりと新、
たな賑わいの創出が望まれている。
稚内市では、こうした状況を踏まえ、昨年度より、市民と行政が共有すべき市街

地の将来像を定めるビジョンの策定に着手したところであり、市街地の再生に向け
た基本テーマを 日ロ友好最先端都市の形成 とし 賑わいにあふれ 来訪者の 最「 」 、 、 「
北の憧れ」に応える、国際性の高いまちづくりを目指すことを盛り込んだ「稚内市
市街地総合再生ビジョン（中間報告書 」を公表したところである。）
今年度は このビジョン 中間報告書 を踏まえ 市街地 マチ 港湾地域 み、 （ ） 、 （ ）、 （

なと）における各種計画の策定が進められている。
また、こうした取り組みについては、国の「全国都市再生のための緊急措置（平

成 年 月 」において［都市観光の推進」をテーマとする取り組みとして採択14 12 ）
され、市民はもとより多方面からより一層の期待がかけられているところである。
今年度の検討においては、ビジョンについて［都市観光の推進」など新たにあげ

られたテーマに適切に対応するとともに、ビジョンを実現していくための各種計画
づくりについて、稚内市における都市再生を推進していく観点から総合的に策定し
ていくことが求められている。
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② 計画策定の目的

本計画は、今年度、｢都市観光の推進｣など新たなテーマへの対応も踏まえ策定する
「稚内市都市再生ビジョン」の検討と平行し、個別計画として同時に進行する「稚内
市中心市街地活性化基本計画」とも整合を図りながら、市街地の再生に向け、稚内市
の中心市街地にふさわしい機能構成と合理的な土地利用及び市街地環境の整備改善の
方向づけを行うとともに、その実現化に向けた方法について策定を行うことを目的と
する。

図表0-1 計画対象地区

51.4ha地区面積：約
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（２）計画の位置づけ

本計画と、各種計画の関係は図表 に示すとおりである。0-2

、 （ ）本計画は 平成 年度に策定された稚内市市街地総合再生ビジョン 中間報告書14

を基本に、稚内市の都市、産業、生活、都市活動について市街地整備の視点から再構
築し、さらに現在展開されている各種プロジェクトと関連づけることにより、稚内市
の活力ある市街地形成を目指すものである。

図表0-2 市街地総合再生計画の位置づけ

市街地総合再生計画
（Ｈ15）

中心市街地活性化基本計画
（Ｈ15）

マリンタウンプロジェクト
２期フェリーターミナル基本計画

主にハード 主にソフト

中央２・３地区再開発協議会 第一副港再開発プロジェクト稚内駅前商店街競争力強化
事業検討委員会

都市再生ビジョン（Ｈ14・15）



- 4 -

（３）策定方法

本計画は『稚内市市街地再生ビジョン（中間報告 （平成１４年度）を受け継ぐ）』
ものであり、特に市街地整備に関する方針づけを深度化するために、本計画策定委員
会では次の７つのテーマを設定し、検討を進めることとした。

テーマ１．土地利用方針
～「マチ」と「みなと」が一体となった土地利用方策について

・各ゾーンの土地利用について
・一体的なまちづくりのあり方（土地利用、景観形成、人にやさしいまちづくり）
ど

テーマ２．各地域の機能分担、ネットワーク
～港湾地域、駅前、第一副港、被災地の機能分担、ネットワーク方策につ
いて

・機能分担（生活・産業、都市観光、サハリン・・）
・ネットワーク方策（自動車、歩行者、情報・・） など

テーマ３．拠点整備の方針～駅前再開発のあり方について
・公共、民間の役割
・街と港湾地域の結びつき方策
・ユニバーサルデザイン、冬に強いまちづくり など

テーマ４．景観形成～魅力ある「景観形成」について
・ 日ロ友好最先端都市」のシンボルとなる景観づくり「
・周囲の景観と調和のとれた再開発（調和のとれたデザイン、オープンスペースの
ネットワークなど）

・稚内ならではの配慮事項（雪、風への配慮など） など

テーマ５．対サハリン方策～「日ロ友好」方策について
・サハリン交流
・サハリンビジネス支援方策 など

テーマ６．都市観光～「都市観光」方策について
・稚内における都市観光とは
・具体都市観光メニュー など

テーマ７．エネルギー～「持続可能なまちづくり」方策について
・自然エネルギー活用 など

その他のテーマ
・まちなか居住
・都市防災
・タウンマネージメント など



- 5 -

１．基本目標

１－１ 基本テーマ

市街地の将来像の設定にあたり、本計画全体を貫く基本的な考え方を 「基本テー、
マ」として設定する。

、 、中央地区を中心とした市街地の再生にあたっては 本地区が持つ固有の資源である
・古くからの「生活街」としての顔
・ 最北の地」ならではの全国的な知名度、魅力「
・港のまち、かつての底曳船基地ならではの「海の賑わい感」
・サハリンへの玄関口としての異国情緒、国際性
、 、 、など 稚内ならではの資源を活かし 賑わいにあふれ来訪者の最北への憧れに応える

国際性の高いまちづくりを目指す。

これらを踏まえ、基本テーマを以下のように設定する。

「日ロ友好最先端都市」の形成
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１－２ 基本目標

本計画の対象地区は、稚内市の発展を担う歴史をもつ地区であり、市民、飲食の台
所の機能をもち、将来的にも稚内市の経済、文化、観光の顔となる地区である。さら
に、東アジア及び我が国のロシア交流に玄関口となる地区である。
今後は、市民生活の場として商業、居住、交通の基盤強化を図り、観光拠点として

の魅力づくりを進め、市民、企業、行政の連携により中心市街地の活性化を図り、市
民のニーズに対応した新しい役割の確保と再生を図る。

、 。基本テーマを受け これに対応した市街地整備のサブテーマを以下の通り設定した

『 マチ」と「みなと」が一体となった魅力ある都市構造の形成』「

また、市街地整備の目標は、先に掲げた基本テーマを受け、目標は市民、商業者の
意向及び本計画の基本理念を踏まえ、以下の 点と設定する。6

基本目標１．人が集まるマチをつくる

基本目標２．街歩きが楽しいマチをつくる

基本目標３．住みたい、住み続けたいマチをつくる

基本目標４．みなとを感じるマチをつくる

基本目標５．サハリンを感じるマチをつくる

基本目標６．市民、行政協働のまちづくり体制をつくる
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１－３ 将来都市像

（１）ストラクチャープラン

●「マチ」と「みなと」の一体化を図る

市街地整備の基本的な考え方は『 マチ」と「みなと」が一体となった魅力ある都「
市構造の形成』とする。
これからの「日ロ友好最先端都市」稚内として、これまで必ずしも密接ではなかっ

た「マチ」と「みなと」を、既存市街地のもつ歴史・経済・文化的な蓄積を継承しな
がら、都市構造的に一体化を図ることによって、都市再生を促進させる。
そのため、駅前通を市街地の背骨（ 都市軸 ）とし、稚内駅周辺を中心的な「拠「 」

点」として位置づけるとともに、これから整備展開される第一副港地区、新国内国際
フェリーターミナル等を連携拠点として機能分担することにより、市街地整備の相乗
効果を高めることとする。
また、既成市街地（ マチ ）においては、中心市街地活性化の諸施策と連携する「 」

とともに 「みなと」における連携拠点等と連絡、ネットワークさせることで、その、
ストラクチャー（都市構造）をさらに強固なものにしていくことが重要である。
なお、将来市街地構造の比較検討は図表 に示すとおりである 「マチ」の活1-3-2 。

性化、及び「みなと」の整備展開、双方への対応を図り 「マチ」と「みなと」が一、
体となった将来都市像を以下に設定する。

図表1-3-1 将来都市像

土地利用は、稚内駅周辺拠点を中心にして、これを包み込むかたちで商業集積を図
る日常生活ゾーン、まちなか居住ゾーンを配置し、海岸段丘の緑地が都市的土地利用
を縁どるかたちを基本とする。
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図表1-3-2 将来都市構造の比較検討
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将来都市像に基づき土地利用方針を、下記のゾーン区分を基本に設定する。

○ 日常生活ゾーン
「マチ」と「みなと」を結ぶ都市軸を中心に、稚内駅周辺及び既存商店街の街

区ゾーン。にぎわいとうるおいのある市街地形成を目指し、稚内駅周辺拠点につ
いては中心的な拠点として一体的な街区整備による機能集積、その他の街区につ
いては市街地環境の保全・形成を図りつつ協調建替・個別更新を誘導する。特に
稚内駅前通（都市軸）沿道の街区においては、一体的な街区環境の形成を図る。

○ まちなか居住ゾーン
住み続けられるまちなかとして、高齢化に対応した戸建て及び低層集合住宅へ

の移行・導入を図る。公的な住宅機能の導入も視野に入れつつ、福祉・医療・日
常生活・いきがい面での居住支援メニューの充実を図る。居住ゾーンとしてうる
おいのある市街地環境の形成を目指す。

○ 行政サービスゾーン
既存の公共・文化・医療・福祉サービスの集積を生かし、連携拠点としてさら

に公共サービスの充実を図るとともに、バリアフリー化や環境面での快適性の向
上に努める。

○ 港湾ゾーン
港湾機能の適切な配置、施設更新を図るとともに、第一副港地区においては連

携拠点として都市観光拠点の一体的整備を図る。

図表1-3-3 ゾーン別土地利用方針
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（２）整備展開の考え方

●｢マチ｣と｢みなと｣の一体化は、稚内駅周辺拠点を介した都市軸の形成により実現
●稚内駅周辺拠点と連携拠点の役割分担を明確化、さらにネットワーク化
●稚内駅周辺拠点形成と力強い都市軸の形成により「小規模連鎖型」のまちづくり
へ波及

これまで「マチ」と「みなと」の連携が希薄だった都市構造を、稚内駅周辺拠点の
形成によって「マチ」と「みなと」の一体化を図り、力強い都市軸として整備・連携
を図ることとする。また、連携拠点と機能分担し、ネットワークにより相乗効果を高
める。さらにその効果を「まち歩きが楽しい 、住む魅力の高い、街区単位でのまち」
づくりへと波及させる取り組みへと整備展開を図っていくこととする。

図表1-3-4 都市軸形成の波及効果（イメージ）
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図表1-3-5 「小規模連鎖型」まちづくりのモデルイメージ

１．稚内駅周辺拠点の形成～STEP-1

・稚内駅周辺地区に「拠点」を形成する。
・ 拠点」はこの地域に人を呼び寄せる、いわば磁石の役割を果たす。「
・稚内駅周辺の土地を整理し、交通・情報・公益・生活機能等の複合した拠点施設
の整備を行う。

・ やる気」のある商業者がここで開業する。「

２ 「生活街」の再生～STEP-2．
・ 拠点」の形成にあわせ、街区単位での環境整備、魅力向上を進める。「
・空き店舗の活用、共同駐車場の整備、日常生活利便機能の付加など 「住む」魅、
力のあるまちづくりを街区単位で進める。

・街区単位のまちづくりを進める進める際には「マチ歩き」が楽しくなるパッサー
ジュ（小径）をつくることを原則とする。

・この街区単位の整備を小規模かつ連鎖的に進めていくことで、稚内駅周辺拠点と
市役所や病院等が集積する行政サービスゾーンを小径で結び 「マチ歩き」が楽、
しくなる「生活街」の再生を目指す。
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２．基本方針

市街地整備の基本方針は、次の つを設定する。3

また、稚内駅周辺拠点（複合交通ターミナル）を中心に、連携する拠点との機能分
担は 「生活産業 「都市観光 「サハリン」を切り口として役割分担し、相乗効果を、 」 」
図ることとする。

（１）都市軸の形成 ●稚内駅前通を背骨に都市の軸とし 「マチ」、
と「みなと」をつなぐ

（２）拠点の形成 ●稚内駅周辺を中心的な拠点として整備
●これと連携拠点をネットワーク

（３）ネットワークの形成 ●都市軸、拠点を中心に「マチ」及び「みな
と」をネットワーク。再生を連鎖・波及

図表2-0-1 拠点の機能分担
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２－１ 都市軸形成の方針

（１）都市軸形成の方針

都市軸形成は 「マチ」～「拠点」～「みなと」とつなぐ、次の つの方策で実現、 3

を図ることとする。

「マチ」と「みなと」をつなぐ稚内駅周辺拠点の形成１
稚内駅前通の環境形成２
ウォーターフロントとの連携３

・複合交通ターミナルの一体的土地利用による「マチ」と「みなと」の空間連携
・豊かな歩行者空間による連携（ ）図表2-1-2

・中心市街地活性化の取り組みとの連携
・魅力的な街並み、緑豊かな並木を備えた稚内駅前通の形成
・ウォーターフロント、北防波堤ドームを活かした緑地の整備

図表2-1-1 都市軸形成の方針
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なお 「マチ」と「みなと」の連携方策は、図表 の比較検討を経て、、 2-1-2

●「稚内駅周辺で一体的な土地利用展開を促進し、豊かな歩行者空間により連携」
を図ることとする。

図表2-1-2 「マチ」と「みなと」の連携方策の検討
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２－２ 拠点形成の方針

拠点形成は稚内駅周辺を中心的な拠点とし、連携拠点と機能分担およびネットワー
クさせることで相乗効果を高めることとする。稚内駅周辺拠点は「複合交通ターミナ
」 、 、「 」ル として 交通・情報・観光・暮らしの総合的な拠点として整備するほか マチ

と「みなと」を結ぶ接続拠点としても機能させる。

図表2-2-1 拠点整備のダイアグラム

図表2-2-2 拠点形成の方針
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（１）稚内駅周辺拠点形成の方針

■基本方針

●稚内駅周辺を中心的な拠点として「複合交通ターミナル」を整備
●駅舎、交流施設、駅前広場、駐車場、歩行者空間等を一体的に連携整備
●都市軸として豊かな歩行者動線を確保
●駅舎と交流施設及び民間施設を｢駅舎交流施設｣として一体的に整備
●駅舎交流施設と一体的に駅前広場を配置
●駅前広場については機能の充実と集約を図り、拡大により必要規模を確保
●駅前広場及び都市軸と連携した駐車場を整備
●「道の駅」として位置づけ

・駅舎交流施設では交通・観光・生活等の総合的な情報発信機能を持たせる。
・接続拠点として豊かな歩行者動線の連携確保、バリアフリー化を図る。
・各施設は環境共生・エネルギー負荷等に配慮した整備とする。
・最北の終着駅として「さいはて」のロマンを感じさせる施設づくりを目指す。

■整備イメージ
図表2-2-3 稚内駅周辺拠点の整備方向
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図表2-2-4 複合交通ターミナルの機能構成イメージ

図表2-2-5 駅舎交流施設の機能構成イメージ
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（２）連携拠点（第一副港）形成の方針

■基本方針

●地域産業を生かした都市観光振興に係わる連携拠点として位置づけ
●宗谷・稚内における地産地消にこだわった市場空間を創出
●臨港立地を生かした海辺環境の創出

・地域ＦＭなどによる地場情報の発信機能を導入する。
・歴史的な石造倉庫の再生利用を図る。
・イベント等の開催空間を導入し、交流の促進を図る。

■整備イメージ
図表2-2-6 連携拠点（第一副港）の機能構成イメージ
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２－３ ネットワーク形成の方針

ネットワーク形成は、都市軸及び拠点を連携させ、｢マチ｣及び「みなと」への再生
を波及させるとともに、街区における小規模連鎖型のまちづくりへの展開を目指すも
のとする。交通・景観・ホスピタリティの つの視点で、ネットワークの形成を図3

る。

●バリアフリーのネットワーク
～高齢者障害者も含め、すべての人に優しい安全で快適な交通環境の形成

●「さいはて景観」のネットワーク
～「最北のあたたかみとうるおいのある」街並みの創出

●ホスピタリティのネットワーク
～来訪者にとってわかりやすい案内サインの系統化

・稚内駅周辺における「マチ」と「みなと」の連携（ ）図表2-3-3

・都市軸の環境形成（ ）図表2-3-6，2-3-8

・散策ネットワークの形成
・拠点～連携拠点をつなぐネットワーク整備
・案内サイン、情報提供のシステム化（ ）図表2-3-7

・拠点間の連絡および周遊ネットワークの形成
・北防波堤ドーム周辺における「マチ」と「みなと」の空間連携
（ ）図表2-3-4,2-3-5

北防波堤ドームへの眺望保全-

北埠頭地区における散策、緑地のネットワーク形成-

北駐車場における土地利用コントロール-
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図表2-3-1 ネットワーク形成の構成メニュー

図表2-3-2 ネットワーク形成の方針
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図表2-3-3 「さいはて景観」形成の空間的骨格のイメージ

図表2-3-4 北防波堤ドーム周辺の景観的配慮の方向



- 22 -

図表2-3-5 北防波堤ドーム周辺における「マチ」と「みなと」の空間連携

図表2-3-6 官民一体で街並みのうるおいや快適性を創出

図表2-3-7 案内サインの系統化の例（デザイン・システムの統一）
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図表2-3-8 都市軸の街並み形成の方向
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３．計画の実現に向けて

３－１ 整備プログラム

計画の具体化に向けて、市街地整備のプログラムについて、概ね 年以内の整備5

メニューを以下のように設定する。

（１）稚内駅周辺拠点形成の整備プログラム

図表3-1-1 稚内駅周辺拠点形成の整備プログラム
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●複合交通ターミナルの整備（①～④）

＊複合交通ターミナルは「道の駅」としての位置づけも設定。

1-1① 駅舎交流施設の整備

位置及び区域 稚内駅周辺地区

事業主旨 「マチ」と「みなと」を連携する交流拠点の形成

事業実施者 公共または民間（再開発組合）

事業概要 「複合交通ターミナル」のうち、駅舎交流施設の整備。
導入機能は、交通拠点機能（駅舎、バスターミナル 、情報拠）

（ 、 、 ）、 （ 、点機能 交通 観光 生活情報等 交流拠点機能 交流広場
市民活動施設、 時間解放トイレ、等 、商業関連機能（商業24 ）
関連団体、観光関連団体、 等 、物販飲食機能、など。TMO ）

実施時期 平成 年～ 年18 20

備考 市街地再開発事業
（事業規模 億程度， の事業費を含む）40 1-2 1-5

1-2② 駅前広場の整備

位置及び区域 稚内駅周辺地区

事業主旨 「マチ」と「みなと」を連携する交流拠点の形成

事業実施者 公共

事業概要 「複合交通ターミナル」のうち、駅前広場の整備。
、 、 。バス 一般車 タクシーの一体的で安全な交通広場の拡充整備

都市軸との連携を図り、駅前広場内に「マチ」と「みなと」へ
連絡する豊かな歩行者空間を確保。

実施時期 平成 年～ 年18 20

備考 市街地再開発事業 街路事業
（事業費は に含まれる）1-1
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1-3③ 歩行者専用道路の整備

位置及び区域 稚内駅周辺地区（臨港地区）

事業主旨 「マチ」と「みなと」を連携する交流拠点の形成

事業実施者 公共

事業概要 「複合交通ターミナル」のうち、歩行者専用道路の整備。
都市軸形成のうち「みなと」への連携を担う空間整備。
「みなと」の水際動線と連携し、新フェリーターミナル・北埠
頭への歩行者動線の確保。駅前広場と一体的な整備により「さ
いはて」ロマンを演出する空間整備。

実施時期 平成 年～ 年19 20

備考 港湾整備事業等 （事業規模 億程度）1

1-4④ 駐車場の整備

位置及び区域 稚内駅周辺地区（臨港地区）

事業主旨 「マチ」と「みなと」を連携する交流拠点の形成

事業実施者 公共

事業概要 「複合交通ターミナル」のうち、一般駐車場の整備。
駅舎交流施設、駅前広場、商店街・港湾施設など利用者が活用
可能な駐車施設とするとともに｢道の駅｣の駐車場としても位置
づけ。駐車場の付帯施設として、北防波堤ドーム方向に向かう
プロムナード空間を確保。駅前広場と一体的な整備により「さ
いはて」ロマンを演出する空間整備。

実施時期 平成 年～ 年19 21

備考 港湾整備事業等 （事業規模 億程度）2
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●複合交通ターミナルと一体的な整備メニュー（⑤～⑦）

1-5⑤ 北浜通交差点改良・歩行者環境整備

位置及び区域 稚内駅周辺地区

事業主旨 安全な交差点への改良、歩行者環境の整備

事業実施者 公共

事業概要 付加車線の整備等。駅前広場と一体的なﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ歩道の整備。

実施時期 平成 年～ 年18 20

備考 街路事業 （事業費は に含まれる）1-1

1-6⑥ 国道40号の歩行者環境整備

位置及び区域 稚内駅周辺地区

事業主旨 複合交通ターミナル整備に伴う歩道の一体的整備

事業実施者 公共

事業概要 旧駅前広場出入路に相当する部分の歩道の連続化整備。
北浜通交差点改良に伴う横断歩道の設置。複合交通ターミナル
と一体的なバリアフリー、快適な歩行者空間整備。

実施時期 平成 年～ 年18 20

備考 道路事業

1-7⑦ 区画道路の整備

位置及び区域 稚内駅周辺地区

事業主旨 複合交通ターミナル整備に伴う、隣接街区の生活道路の整備

事業実施者 公共

事業概要 「複合交通ターミナル」の整備に連動した区画道路の整備
駅前広場と一体的な歩行者空間整備、バリアフリー化、等。

実施時期 平成 年～ 年18 20

備考 道路事業
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●連携拠点（第一副港）の整備メニュー

1-8⑧ 第一副港地区整備（連携拠点）

位置及び区域 第一副港地区（一部臨港地区）

事業主旨 連携拠点（都市観光拠点）の形成

事業実施者 民間（開発会社）

事業概要 宗谷・稚内における地産地消にこだわった市場空間の創出。
地域 など地場情報の発信機能を導入。歴史的な石造倉庫のFM
再生利用。イベント等の開催空間の導入。臨港立地を生かした
オープンスペースの整備。

実施時期 平成 年～ 年16 18

備考 優良建築物等整備事業

●導入機能、連携・連絡方策が一体的に調整されるべき関連整備メニュー

1-9⑨ 国内国際フェリーターミナル整備（関連拠点）

1-10⑩ 北埠頭フェリーターミナル跡地の緑地整備（関連拠点）
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（２）ネットワーク形成の整備プログラム

●「複合交通ターミナル」での整備メニュー（①～③）

2-1① 駅舎交流施設のバリアフリー化等環境整備

位置及び区域 稚内駅周辺地区

事業主旨 都市軸形成。バリアフリー化、環境・景観のネットワーク形成

事業実施者 公共または民間（再開発組合）

事業概要 「複合交通ターミナル」のうち、駅舎交流施設における整備。
バリアフリー化、街具・サインの整備、外構の高質空間化、等
交流広場（アトリウム）の整備

実施時期 平成 年～ 年18 20

備考 市街地再開発事業 まちづくり交付金

図表3-3-2 ネットワーク形成の整備プログラム
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2-2② 駅前広場のバリアフリー化等環境整備

位置及び区域 稚内駅周辺地区

事業主旨 都市軸形成。バリアフリー化、環境・景観のネットワーク形成

事業実施者 公共

事業概要 「複合交通ターミナル」のうち、駅前広場のにおける整備。
バリアフリー化、街具・サインの整備、植栽・緑化施設、モニ
ュメント等の整備。

実施時期 平成 年～ 年18 20

備考 街路事業 まちづくり交付金

2-3③ 駐車場のバリアフリー化等環境整備

位置及び区域 稚内駅周辺地区（臨港地区）

事業主旨 都市軸形成。バリアフリー化、環境・景観のネットワーク形成

事業実施者 公共

事業概要 「複合交通ターミナル」のうち、一般駐車場における整備。
バリアフリー化、街具・サイン、植栽等の整備。
駐車場の付帯施設として、北防波堤ドーム方向に向かうプロム
ナード空間を確保。

実施時期 平成 年～ 年19 21

備考 港湾整備事業等
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●都市軸形成の整備メニュー（④～⑦）

2-4④ 稚内駅前通のグレードアップ

位置及び区域 稚内駅前通

事業主旨 都市軸の形成、魅力的な街並み形成

事業実施者 公共

事業概要 バリアフリー化、グレードアップ（歩道舗装、車止、照明、植
栽・サイン等 。）

実施時期 検討

備考 道路事業 まちづくり交付金

2-5⑤ 稚内駅前通の街並形成

位置及び区域 稚内駅周辺地区（稚内駅前通を中心とする街区）

事業主旨 都市軸の形成、魅力的な街並み形成

事業実施者 民間（地権者）

事業概要 セットバック空間のグレードアップ（舗装、植栽、緑化施設、
街具、等 。）

実施時期 検討

備考 （民間自主事業 、まちづくり交付金）
＊公共空間としての位置づけ確保（例／地区計画での壁面後退
距離の指定、など）

（関連規制誘導手法）
2-6⑥ 地区計画の策定

＊施設整備にあたっては、地区整備方針に基づき、整備計画を策定。

（関連整備メニュー）
2-7⑦ ウォーターフロントおよび散策ネットワークの整備
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●ネットワーク形成の整備メニュー

2-8⑧ 仲通りの環境整備

位置及び区域 市道仲通り

事業主旨 ネットワークの形成

事業実施者 公共

事業概要 バリアフリー化、路面仕上げのグレードアップ等。

実施時期 平成 年～ 年16 18

備考 臨時地方道整備事業

2-9⑨ 散策ネットワークの整備

位置及び区域 中心市街地（拠点～連携拠点）

事業主旨 ネットワークの形成

事業実施者 公共

事業概要 バリアフリー化、サイン整備等。

実施時期 平成 年～18

備考 道路事業等（一部、まちづくり交付金）

2-10⑩ 駐車場、ポケットパークおよび街区内サブネットの整備

位置及び区域 中心市街地

事業主旨 ネットワークの形成、快適環境の創出

事業実施者 ＴＭＯ （民間）、

事業概要 駐車場、ポケットパーク、街区内の小径を一体的に整備。

実施時期 平成 年～18

備考 事業（一部まちづくり交付金）TMO

（関連整備メニュー）
2-11⑪ 散策ネットワークの整備（臨港地区内）
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３－２ 推進方策と今後の課題

本計画の具体化に向けて、推進方策を以下のように設定し、力強くかつ着実な事業
展開を図ることとする。

図表3-2-1 推進方策と今後の課題
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図表3-2-2 委員会等の所掌事項、及び事業化に向けた計画等




